	院長
	課長
	主任

	
	
	


　　　　　　　　北病棟チームカンファレンス記録

　平成17年　１１月　２８日　（月）

　　　　司会　岩藤　良子　　記録　小舘　和也　

	藤原香
	佐々木
	市　島
	高橋則
	岩　藤
	大　坂
	太　田

（裕）
	スバベイ
	松　坂
	太　田（由）

	○
	○
	深夜
	準夜
	○
	公休
	○
	○
	○
	○

	白　山
	田　島
	赤　坂

（千）
	木　村
	池　田
	小　舘
	熊　野
	赤　坂（真）
	久　保
	下　平

	準夜
	公休
	○
	床屋
	欠勤
	○
	公休
	○
	深夜
	○

	川守田
	柳　澤
	夏掘
	
	
	
	
	
	
	

	学校
	公休
	○
	
	
	
	
	
	
	


※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

· 柳沢　武彦様～アルコール依存症の患者様です。夜間、本人、消防などから電話がきてもかかりつけではないと話し受診を断って下さい。

· 報告、連絡、相談の手法について各自確認して下さい。後日指導します。

· インフルエンザ判定キットの使用方法について臨床検査技師が説明しています。

1 キットは薬局にあります。（開封されているものから使用する）

2 検体は鼻腔ぬぐい液として下さい。

3 チューブ（やわらかい試験管）の上まで検体抽出液（緑のキャップ）を入れる。

4 採取した綿棒を③に入れ、良く撹拌し綿棒の液を絞り出す。

5 ④に付属のノズルをしっかりと取り付ける。

6 検査プレートの○の部分に⑤を3滴滴下する。

7 15分後判定する。（判定方法は資料を見て）

※使用後はすべて感染性廃棄物として取り扱ってください。

※使用したときは臨床検査技師の在、不在関係なく検査箋を指示医より貰って下さい。又、その他の欄にインフルエンザ抗原検査と記入して貰って下さい。

＜週間予定＞

· 11/29～12/4まで藤原主任、岩藤Ｎｓが海外研修です。

· 12/2（金）横山耕生様、歯科あります。

＜OT報告・ミーティング＞

· 横山　耕生様～25日、ＯＴの前に「刃物を使うと人を刺してしまいそうだ」との訴えがあり、共同作業で刃物を使わないグループで見学をしています。共同作業は「やらなきゃいけないという状況になるから動悸がしてくる」との発言もあります。来週の共同作業は貼り絵で、刃物を使わないので必要性を促がしながら様子を見てみます。

· 十日市　利喜様～右手下垂状態あります。Ｄｒに報告し、必要であればリハビリを行います。

· 井上　和美様～被害妄想的な発言は無く、現在は塗り絵を行っています。

· 村上　元道様～先週は気分の浮き沈みは無く、作業では落ち着いています。腕時計を２つ着けている事、「すいませーん、トイレに行っていいですか」と普段とは違う感じで、声高に話すことがありました。また、カッターを使う作業の際は「いいです」との発言があります。

＜受け持ち患者様ＮＣＰ評価・検討＞

· 中野渡　鉄男様～

＃１咀嚼運動が上手く出来ない

Ｐ－①口腔ケア、歯磨き（歯、舌、歯茎を歯ブラシを使ってマッサージする）

毎食後レストランへついたスタッフが確認、指導する（チェック表記入）

　　②プログラム終了後、含嗽をする

　　③嚥下体操を行う（各勤務帯）

本人様からは、嚥下体操を出来ていると話すが、一人では出来ない状況続いている為、今後もスタッフ介入し見守りが必要です。口腔ケアは本人様から積極的に声掛けして行っています。出血がみられた時は、チェック表にスタッフの自己判断でいいので出血の量を記入して下さい。面会時、パン等の差し入れがあり、自室にて摂取する事があります。誤嚥の危険性がある為、パン等の差し入れは預かり、スタッフ見守りにて食べて頂きましょう。


































